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05　　持続緩 除式血 液濾 過法に お ける医療事故防止 策
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【目的】ア フ ェ レ シ ス 療法を施行す るには 医 療機器 が必 要不 可 欠で あり、こ れ らを安全 に遂行するには 、

臨床工 学技 士 （CE ）の 課す役割は大 きい 。 数多くあるア フ ェ レ シ ス 療法 の 中、持続緩除式血液濾過 法に

関しては、他の 療 法 に比 し看護師等 に依存す る面も多く、安全 性の 確 立、如い て はチ
ー

ム 医療の 確 立 が

重要であり、それ に係る医療チ
ーム の 知識 、技術の 向上 は必 須である。当院 、臨床 工 学室 で は 、医療事

故防止 対策 の 一環 として、技 士 向 け、ならび 医 療ス タッ フ 向 け マ ニ ュ アル 等を作成し事故防止 に努 め て

い る。今 回、当院に おけるマ ニ ュ ア ル を提示 すると伴 に、今後の 課 題 につ い て報告する。

【方法 】技士 向けマ ニ ュ ア ル で は 、プ ライミン グか ら始まり、保 守管理 （機器 日常 ・定期点検、緊急対処等）、

医療 ス タッ フ 向け には 、動作原理 、操 作方 法、警報、禁忌事項が 明確 に記 述された簡易 取り扱 い 説明書

を作成した 。

【結果 】今回 、映像を多く取り入 れ ることにより、技 士 は 、統
一

した機器 点検 の 充 実が計 られ た。医療ス タッ

フ側で は 、操作ならび チ ェ ッ ク箇所 、 警報対処法 、 また患者様を取り巻く数多くの 機 器 に つ い ても理 解が

図 られ た 。

【結論】今後 、リス クマ ネ
ー

ジ メン トの 構築 に努 め、それに伴っ たマ ニ ュ ア ル の 改善が必 要 である。

06　 ア フ ェ レ シ ス にお ける循環血 液量 の 監視に 基づ い た安全 な治療 の 実現の ための 対策
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【目的】近 年、体外循環をともなう血液浄化療法 の 分野で は 、専用装置 の 開発 や種 々 の モ ニ タリング機構

が採 用 され 、より安全な治療 の 実現 が可 能とな っ た。それ らの 中でも、CRIT −LINE に代表される循環 血液

量 （BV ）モ ニ タは、治療 中の 患者 の BV 変動を簡便 に監視で き、そ の 有用 性が 多数報告され て い る 。 今回

我 々 は、BV モ ニ タをア フ ェ レ
ー

シ ス の 分 野 に応用 し、各治療法別 の BV 変動を観察した 。 さらに、そ の BV

変動 の 成因を分類 し、各 々 に つ い て 対処 法を模索した
。

【方法 】種 々 の ア フ ェ レ
ー

シ ス 施行 時 に得 られた BV 変化率デー
タと患者血 中ア ル ブ ミン 濃度、置換 液 中

ア ル ブミン 濃度、置換液量 、 体重 、
プライミン グ ボ リュ

ーム （PV ）量 などとの 関係を調 べ た 。

【結果］ア フ ェ レ ーシ ス に お ける BV 変動 の成因 は
、
血 漿交換にともなうタン パ ク収支 の 不均衡 と血 液希釈

に よる血 漿タン パ ク濃度低 下 に大別され た。さらに、そ の 成因 に基 づき、BV の 変動を軽度 に抑えたより安

全な治療 の 実現 には 、 適切 な置換液濃度 ・量 の 設 定や PV の 削減、血 液製剤 に よる回 路内充填などの 対

策が必 要 と思われ た 。

【結論】1．ア フ ェ レ ーシ ス を安全 に施行する上で 、 BV モ ニ タは有力な情報となるうる。
2．BV 変動 の 監視に

より、設 定され た置換液 の 妥 当性 や血 液製剤 に よる回路 内充填の 必 要性 が判断で きる。3．BV 変動の 成

因 を分類 し、 各 々 につ い て適切な対処 法を構築して い くこ とが必 要 と思われる。
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